
「"ヒマ"を味わってみよう」 校長 高 田 和 也

早いもので、もう１学期が終了です。子どもたちは２５日間の夏休みに突入しました。今年の夏は暑

いらしいですから、熱中症対策に努めながら、楽しく過ごしてほしいと願っています。夏休みは、まと

まった休みですので、その期間でないとできないことに取り組んでほしいとも思います。いわゆる自由

研究や工作など、毎日学校に行かねばならないときには手を出しにくいですからね。

そう願う大人の思惑とは裏腹に、子どもたちは時間をどのように使うかと言えば…ゲームをしたり、

Youtubeで動画を見たりと、普段と変わらぬ、自分のしたいことに時間を割くのでしょう。現代の子ど

もたちには、したいことがたくさんあります。子どもはヒマではないのです。とっても忙しいのです。

今の子どもたちは、ゲームのある世界に生まれました。Youtubeのある世界に生まれました。それら

がない時代を知らないのです。更には、学校でiPadを支給され、使い方を教わっています。ここまでし

ておきながら、そういった機器を使うことを抑制するといっても…上手くいくわけがありません。

私たち大人も、生まれながらのデジタル世代ではないので、どうするべきかわかりません。大いに悩

みます。しかし、はっきり言えることとしては、これが時代の流れなのですから、上手につきあってい

くしかないのです。

子どもが自分で時間の使い方の計画を立て、その中でYoutubeを見る時間やゲームをする時間を決め

る。そして親はそれを見守る。そのくらいしかできることはないように思います。（計画どおりにいか

なかったときに、親はどうすべきか…そこも悩みどころですよね）

ひとつ、私から提案です。子どもたちが「ヒマ」な時間を作ってみてはいかがでしょうか。あえて、

ゲームもYoutubeもしない、勉強もしない時間を設定するのです。そんな時間を子どもたちはどう過ご

すのでしょうか。そしてそれは、現代を生きる我々大人にとっても、必要な時間かも知れません。

そんな時間の中から、新しい何かが生まれることがあるかもしれませんね。現存する様々なモノは、

過去の偉人が「ヒマ」な時間に生み出したものですから。

目梨泊神社祭
７月1３日～1４日の目梨泊神社祭がありました。子どもたちは、

宵宮でのよっちょれを数年ぶりに披露。本祭では神輿を引き、再び

よっちょれを発表しました。地域のみなさんのお

かげで、子どもたちも（教頭先生も！？）楽しい

ひとときを過ごしていました。大変お世話になり

ました。



○目梨泊小学校ホームページ

毎日更新めざして活動中です！

右のQRコードからアクセスできます。

もしくは「目梨泊小学校」で検索を！ □※ もよろしくお願いします！

８月の行事予定
11日（月） 山の日 21日（木） 児童会⑩ 目梨泊遺跡発掘体験

12日（火） 学校閉庁日 おおぞら号

13日（水） 学校閉庁日 生活リズムチェック（～27日）

14日（木） 学校閉庁日 22日（金） 目梨泊遺跡発掘体験（予備日）

15日（金） 学校閉庁日 25日（月） 遠足（日付変更しました） 貯金日

20日（水） ２学期始業式 ２計測 27日（水） 町研一斉部会（繰上５時間）

（繰上５時間） 28日（木） 南宗谷特別支援学級合同学習

５年生が修学旅行に行って来ました！
７月10日～11日にかけて、札幌方面への修学旅行に行って来ま

した。岡島小学校と合同の修学旅行。今年度は、両校とも6年生が

いませんので、5年生3名の修学旅行でした。

初日は、札幌での自主研修でした。事前に計画していた通りに、

新さっぽろの水族館と科学館、そして「白い恋人パーク」を回るこ

とができました。

2日目は、北広島にあるエスコンフィールドHOKKAIDOに行き、

球場の中を見せてもらうスタジアムツアーに参加してきました。

学校の中では学べない、貴重な経験をたくさんしてきました。た

くさんの人の支えで実現した、総勢６名の修学旅行。引率者として

は、今回の一番の成果は、目梨泊小の２人と岡島小の友だちとの絆

が深まったことだったと思っています。

３・４年生は社会科見学！
７月３日、中学年の社会科見学が行われました。こちらも、岡

島小学校と合同開催です。枝幸警察署、西條百貨店、オホーツク

ミュージアムえさしに行って来ました。

警察署では、警察官の装備品を見せてもらった上に、パトカー

の中を見せてもらいました。西條では、バックヤードの中を見せ

てもらい、商品を準備する様子を知ることができました。オホー

ツクミュージアムでは、枝幸町の自然や歴史について、丁寧に教え

てもらい、新たな発見がたくさんありました。

自分の目で見たこと、肌で感じたことは、一生の財産です。多く

のみなさんの協力で、楽しく学んでくることができました。今後の

社会科の授業の中で、まとめの学習を進めていきます。こんな経験

を、もっとたくさんさせてあげたいと考えています。


